
１．はじめに

工事概要

�１ 工 事 名：倉敷立体大西高架橋第２下部工事

�２ 発 注 者：中国地方整備局

�３ 工事場所：岡山県倉敷市内

�４ 工 期：平成２０年８月２９日～

平成２１年７月３１日

マスコンクリートのひび割れ防止は、施工者に

とって永遠のテーマである。本現場も橋梁下部工

として橋脚１２基を施工した。橋脚の断面は２．０ｍ

×３．０ｍあるためマスコンクリートとして取り扱

うことにした。

２．現場における問題点

上記の通り、断面形状はマスコンクリートであ

るため温度応力に起因するひび割れが懸念された。

また、隣接する既設構造物（約１５年経過）を調査

した結果、ひび割れが発生し補修を行った形跡が

見られた。ひび割れの発生は構造物の劣化を促進

し、耐久性の低下、外的要因（地震等）による倒

壊など、交通環境への影響が懸念される。当該現

場は国道２号線のバイパス工事であるため、重要

構造物として、温度応力解析を行ないひび割れの

発生の程度を検証した。

１２基ある橋脚は、断面は同じであるが高さが違

うため代表的な形状をモデルとして温度応力解析

を行なった（図―１）。
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図―１ 温度応力解析モデル

解析に用いるコンクリート強度、セメント量等

は配合報告書より表―１の値を用いた。

表―１ 配合計画

また、打込み温度は、各部材の打設予定時期の

日平均外気温を考慮し表―２の値を用いた。

表―２ 打込温度

セメント水和熱に起因する温度ひび割れは、通

常、数日～数週間の間に生じることから、解析期

間は梁打設後１ヶ月までとした。

また、膨張材を混和した場合についても解析を
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行なった。

３．工夫・改善点と適用結果

温度応力解析の結果、最高温度は各部材の内部

中心付近でみられ、表―３のとおり６０℃程度まで

上昇することが予測できた。

表―３ 最高温度箇所の温度変化

フーチングの拘束により、外部拘束ひび割れの

発生が懸念される柱、梁に着目した温度応力解析

結果を表―４に示す。プレーンのままではひび割

れ指数が１．０を下回ることが解った。このままで

は過大なひび割れが発生する可能性があるため膨

張材を添加した場合について検討を行った。その

結果、ひび割れ指数が１．０を上回るため、膨張材

を添加することとした。

４．おわりに

構造物のひび割れは、施工条件、気象条件、材

料、地形的な条件など複雑に絡み合い多種多様に

発生する。今回は、膨張材を使用し施工方法につ

いても上記の条件を考慮し幾多の改善を行なった

ため、ひび割れはほとんど発生しなかった。

写真―１ 全景

図―２ 最高温度分布図

表―４ 柱・梁部最小ひび割れ指数及び材齢変化
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